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東部農林水産振興センター出雲農業部 

標題 
令和５年度第２回出雲地域ＧＡＰ生産者協議会を開催 

～組織体制の強化や人材育成に役立つＧＡＰ実践のために～ 

  （ダイジェスト）

去る１月 17 日、出雲地域ＧＡＰ生産者協議会（神田真里会長、会員数 19）は本年度

第２回目の協議会を開催しました。 

講演やトークセッション等を通じ、経営改善に活かす有効なＧＡＰ実践へ向け、ヒン

トを学びました。 

 

 

本協議会は、出雲地域でＧＡＰに取り組む生産者

どうしがつながり、交流を図りながら、販売促進や

経営向上に向けた取組みを進めようと、昨年 10 月６

日、19 の組織・個人により発足しました。 

この度、第２回目の協議会を開催し、会員 10 名と

関係機関等 12 名が出席しました。 

 

 

 

カンドーファーム株式会社 代表取締役 田尻一輝氏の

講演では、組織体制やルールを従業員らと一緒に真剣に作

り上げ有効に機能していることや、年間の取組みスケジュ

ールを作成し自己点検等が効果的に実施できていること、

毎月開催するミーティングで各部門担当者が研修を主催し

ていること等、効率的な法人運営にＧＡＰが有効に活用さ

れている事例を具体的にお話いただきました。 

これを受け、集落営農法人の役員からは、ＧＡＰに関わる

ルールを組合員に周知する難しさや、法人経営を担う担い

手育成の重要性について話題が出されるなど、今後の取組

みを考える気づきやヒントを得ることができたようでした。 

 

その後、美味しまね団体認証事務局を務めるＪＡ

担当者をコーディネーターとするトークセッション

や、『経営の効率化にもっと役立つＧＡＰ実践・工夫』

『ＧＡＰ・美味しまね認証の認知度向上』の２つのテ

ーマから自由に選んで参加する意見交換を通じ、会

員間の意見・情報交換が活発に行われました。 

 

当農業部としては、生産者どうしがつながり、経営

改善に活かす有効なＧＡＰ実践に向け前進できるよ

う、今後も本協議会の活動を支援していきます。  

５０  担当者  基盤整備連携スタッフ 中島満里子 TEL0853-30-5593 
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